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1. はじめに 

この研究は、産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授 佐伯 覚 

が研究責任者として実施する単機関研究です。 

この研究については、産業医科大学倫理委員会によって審査、承認され、本学の

学長の許可を得ています。 

説明内容について、わからないことや、心配なこと、疑問に思ったことなどがあ

りましたら、研究担当者（研究責任者、もしくは研究分担者）まで遠慮なくお尋ね

ください。 

2. 研究期間 

研究機関の長の許可日〜西暦 202６年 12 月 31 日 

3. 研究の背景・目的・意義について 

3.1 背景 

業務に起因した転倒災害などの労働災害（労災）被災高齢労働者は軽度な障害で

あっても、もともと身体予備能が乏しく治療・療養期間が長期化しやすく、復職後

も繰り返し労災を生じるリスクが高いという特徴があります。被災後のリハビリテ

ーション治療も長期化し、在宅復帰や社会参加そのものが困難となることも多く、

治療を担当している医療機関においては症状固定時期の判断が極めて難しい状況が

あります。その結果、社会復帰が著しく遅れ、個人レベルの不利益のみならず社会

経済的に大きな損失をきたしています。このような背景のもと、高齢の転倒災害被

災労働者に対して、十分な治療を行い再び社会復帰に至る過程をサポートする必要

があります。すなわち、高齢転倒災害被災者における症状固定、在宅復帰や社会復

帰に関する必要な評価項目や支援方法について医学的な観点から適切な方法を確立

する必要があります。 

3.2 目的 

高齢の転倒災害被災労働者における症状固定、在宅復帰や社会復帰に関する必要

な評価項目や支援方法について医学的な観点から適切な方法を確立するため、事業

所への質問紙調査により、本被災労働者への配慮の状況や課題などの実態を把握す

ることを目的としています。 

3.3 意義 
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本調査を実施することで高齢の転倒災害被災労働者の実態を明らかにし、スムー

ズな職場復帰に向けて、治療や支援方法の実現に寄与することが期待されます。 

4. 研究の方法について  

インターネットによるアンケート調査を行います。アンケートはグーグルフォー

ムにて作成しており、回答はオンラインでデータ集計されます。 

我が国の従業員 1,000 名以上の事業所の産業保健専門職の方へ、質問紙調査に

関する案内文書を送付します。回答は案内文書に記載してある QR コード（あるい

は URL）にてインターネットによる回答をお願いします。質問紙調査票の回答期限

は、受け取り後２ヶ月までを目処としています。 

アンケートによる調査項目は、産業現場における高齢労働者の転倒災害に関し

て、被災頻度、休業 期間、復職状況、復職時の配慮や対応などです。得られた回答

結果を集計分析します。 

なお、本調査の対象となる事業所をカバーする労働安全衛生法では中高年労働者

の定義について一律に定めていないことから、本調査では対象とする高齢労働者を

「60 歳以上」と定義しました。 

5. 研究対象者の候補として選ばれた理由について  

国内に所在する従業員数が 1,000 名以上の事業所に所属する産業保健専門職を対

象としています。対象事業所は株式会社 帝国データバンク（東京）の事業所リストよ

り抽出し、事業所単位で調査を行います。 

なお、アンケートの回答は事業所の産業保健業務責任者に依頼致します。 

6. 研究対象者に生じる利益、負担および予想されるリスクについて  

6.1 研究対象者の利益について 

本研究に参加することにより、労働者の転倒災害に関する理解や予防に役立つ可

能性があります。 

6.2 研究対象者の負担及び予測されるリスクについて 

参加者に生じる負担として、質問に回答する時間が拘束されます。 

6.3 研究対象者の負担及び予測されるリスクを最小化する対策について 

参加者の負担を軽減できるよう、質問数を少なくし数分で回答できるようにして

います。 

6.4 研究対象者に不利益が生じた場合の措置方法について 
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 研究対象者に不利益が生じた場合には、関係者と協議の上適切に対応いたしま

す。 

7. 研究が実施又は継続されることに同意した場合であっても随時これを撤回できる

ことについて 

あなたは、研究に参加することの利益と不利益を説明された上で、本研究に参加す

るかどうかを、あなたの自由意思で決めていただくことができます。また同意された

後でも、回答途中であればアンケートを中止することで同意を撤回することができま

す。 

なお、回答後には、無記名アンケートであり、個人を特定できませんので撤回はで

きません。 

8. 研究が実施又は継続されることに同意しないこと又は同意を撤回することによっ

て研究対象者等が不利益な扱いを受けないことについて 

本研究に参加されない場合でも、今後あなたが不利益を受けることは一切ありませ

ん。同意された後でも同意を撤回されるのはあなたの自由です。たとえ途中で同意を

撤回されても、以後あなたが不利益を受けることは一切ありません。 

9. 研究に関する情報公開の方法について  

本研究は無記名アンケートであり、個人を特定できる氏名や住所などの情報を取得

いたしません。そのため、本研究によって得られた成果を学会や論文などに発表する

場合には、あなたを特定できる氏名、住所などの個人情報は一切使用されません。 

また、本研究の概要について本学リハビリテーション医学講座のホームページ上

で公開いたしますが、参加者個人が特定される情報は公開されません。 

10.  研究対象者等の求めに応じて、他の研究対象者等の個人情報等の保護及び当該 

 研究の独創性の確保に支障がない範囲で研究計画書及び研究の方法に関する     

 資料を入手又は閲覧できる旨並びにその入手又は閲覧の方法について 

研究の内容（研究計画や方法など）に関する資料についてあなたが希望される場合

には、個人情報保護の観点や当該研究の独創性の確保に支障がない範囲で開示し、直

接説明いたします。 

11.  個人情報の取扱いについて  
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無記名アンケートであり、あなたの情報と個人に結び付けることはできません。そ

のため、研究によって得られた成果を学会や論文等に発表する場合には、個人を特定

できる氏名、住所等の個人情報は一切公表されません。 

12.  試料・情報の保管及び廃棄の方法について  

得られた情報は、パスワードを設定した記録装置に保存し、鍵のかかる保管庫で管

理いたします。 

本研究終了後、あなたからいただいた情報は、研究終了後５年間もしくは当該研究

の結果の最終の公表について報告された日から３年間のいずれか遅い方まで保管し

たのち、研究責任者の管理の下、匿名化を確認の後、廃棄いたします。 

 

13. 研究の資金源等、研究機関の研究に係る利益相反及び個人の収益等、研究者等

の研究に係る利益相反に関する状況について 

本研究は、国から交付された厚生労働省労災疾病臨床研究補助金、本学リハビリ

テーション医学講座研究費により、本学の主任研究者のもとで公正に行われます。

本研究の利益相反については、産業医科大学利益相反委員会の承認を得ており、公

正性を保ちます。 

14.  研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応について  

随時相談等に対応いたします。 

15. 研究対象者等に経済的負担又は謝礼がある場合、その旨及びその内容について   

本研究に関わる費用の負担はありません。また研究参加の謝礼もありません。 

16. 通常の診療を超える医療行為を伴う研究の場合には、他の治療方法等について

研究対象者への研究実施後における医療の提供に関する対応について 

該当しません。 

17. 通常の診療を超える医療行為を伴う研究の場合には、研究対象者への研究実施

後における医療の提供に関する対応について 

該当しません。 

18. 研究業務の一部を委託する場合の業務内容と監督方法について  
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該当しません。 

19. 侵襲を伴う研究の場合には当該研究によって生じた健康被害に関する補償の

有無及びその内容について 

該当しません。 

20. 研究対象者から取得された資料・情報について、研究対象者等から同意を受ける

時点では特定されない将来の研究のために用いられる可能性又は他の研究機関

に提供する可能性がある場合には、その旨と同意を受ける時点において想定さ

れる内容について 

本研究以外の目的で利用することはありません。 

21. 侵襲（軽微な侵襲を除く。）を伴う研究であって介入を行うものの場合には、

研究対象者の秘密が保全されることを前提として、モニタリングに従事する者

及び監査に従事する者並びに臨床研究審査委員会が、必要な範囲内において当

該研究対象者に関する資料・情報を閲覧することについて 

該当しません。 

22.  知的財産権の発生について  

本研究の成果に基づいて、特許権などの知的財産権が生ずる可能性がありますが、そ

の権利は産業医科大学に帰属し、あなたには帰属しません。 

23.  その他  

特になし。 

 

 

説 明 者：産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座・教授 佐伯 覚 

連 絡 先：産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座・教授 佐伯 覚 

電話番号 093－691-7266   

研究責任者：産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座・教授 佐伯 覚 


